
経営評価結果 【計画性】 ◎

評価区分 Ａ：概ね良好 計画的に事業が行われており、定期的に計画変更の見直しの必要性
について検討が行われている。引き続き、社会経済情勢、暴力団情勢
等の変化や突発的な事案に対応できるよう健全な事業を推進していた
だきたい。＜財務状況＞

財務の状況については、基本財産の運用収入と賛助会員から
の賛助金収入による自主財源の範囲内で事業を実施することとし
ており、毎期ほぼ安定した収支状況となっている。

＜経営状況＞
法人が自己評価した経営評価指標の項目については、各評価

項目において、おおむね妥当なものと認められる。

＜留意事項＞
昨年度に引き続き、以下の点について留意していく必要がある。
安定した事業実施のため、引き続き基本財産の効率的な運用に

意を用いるとともに、活動内容について広く県民や県内企業等に
周知を図り、賛助会費の収入増加に向けた新規会員の獲得に努
めていただきたい。

【組織運営の健全性】

【財務状況の健全性】 ◎

すべての業務を持続的・安定的に行うため、経営基盤を強化していく
必要がある。

○

各種規程の見直しを図り、内部監査を実施しているほか、外部監査に
おいても一定の評価を得ており、概ね良好と認められる。当センターに
は、設立時に県をはじめ各市町村から公金が出捐されていることを踏ま
え、より健全な運営に務めていただきたい。

暴力団対策法の改正や社会情勢、暴力団情勢の変化に対応するた
め、警察や全国の暴追センターと積極的に意見交換を行うなどしてお
り、適正に業務が行われている。

【経営の効率性】 ○

最近の経済情勢から、基本財産の運用による利息収入での事業資金
確保が難しくなっている現状から、経費削減についての検討を行い、経
営効率化にむけた不断の努力が必要である。
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▲ 792 49 17,088
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22 （公財）青森県暴力追放県民センター

所管課名 警察本部刑事部組織犯罪対策課

決算状況 （単位：千円、％）
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